
議案第６６号 

令和４年度青梅市一般会計予算 

 

令和４年度青梅市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ53,400,000千円と定め

る。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「第１表歳

入歳出予算」による。  

（債務負担行為） 

第２条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第214条の規定により債務を

負担する行為をすることができる事項、期間および限度額は、「第２表

債務負担行為」による。 

（市債） 

第３条 地方自治法第230条第1項の規定により起こすことができる市債の 

起債の目的、限度額、起債の方法、利率および償還の方法は、「第３表

市債」による。 

（一時借入金） 

第４条 地方自治法第235条の3 第2項の規定による一時借入金の借入れの

最高額は、3,000,000千円と定める。  

（歳出予算の流用） 

第５条 地方自治法第220条第2項ただし書の規定により歳出予算の各項の

経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

(1) 各項に計上した給料、職員手当等および共済費にかかる予算額に過

不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流

用  

 

令和４年２月１７日 

 

提出者 青梅市長 浜 中 啓 一 
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第 ２ 表　 債 務 負 担 行 為

（単位　千円）

事                項 期　　　　　間 限　　度　　額

庁 内 ネ ッ ト ワ ー ク 用
機 器 等 賃 貸 借

令 和 ５ 年 度 か ら
令 和 ９ 年 度 ま で

153,970

滞 納管 理シ ステ ム賃 貸借
令 和 ４ 年 度 か ら
令 和 ８ 年 度 ま で

14,689

住 民基 本台 帳関 係事 務等
窓 口 業 務 委 託

令 和 ５ 年 度 か ら
令 和 ９ 年 度 ま で

390,573

有 料 ご み 袋
製 作 配 送 等 委 託

令 和 ４ 年 度 か ら
令 和 ５ 年 度 ま で

87,627

戸籍情報システム構築委託
令 和 ４ 年 度 か ら
令 和 ５ 年 度 ま で

97,900

小学校コンピュータ教育用
電 子 計 算 機 器 賃 貸 借

令 和 ５ 年 度 か ら
令 和 ９ 年 度 ま で

91,392

旧青梅市釜の淵市民館および
旧釜の淵公園水泳場解体工事

令 和 ５ 年 度

17,472

141,947

青梅市新学校給食センター
基 本お よび 実施 設計 委託

令 和 ５ 年 度 か ら
令 和 ６ 年 度 ま で

58,376

旧釜の淵公園水泳場解体工事
に 伴 う 土 砂 埋 戻 し 工 事

令 和 ５ 年 度
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第 ３ 表　　　市　　　　債

　 （単位　千円）

臨 時 財 政 対 策 債

878,000

据置きを含む30年
以内の元利均等ま
たは元金均等償還
ただし、市財政の
都合により起債の
全部、または一部
を翌年度に繰越し
据置期間および償
還期限を短縮し、
もしくは繰上償還
または低利に借換
えすることができ
る。

878,000
証 書 借 入
ま た は
証 券 発 行

　 3.0 ％
   以　内
(ただし､利率
見直し方式で
借り入れる資
金について、
利率の見直し
を行った後に
おいては当該
見直し後の利
率)

起　債　の　目　的 限　度　額 起債の方法 利　　率 償　還　の　方　法

合　　　計
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